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おまかせ運用グロース・ファンド
（世界の株式中心）

運用報告書（全体版）
第９期（決算日　2026年２月２日）

受 益 者 の み な さ ま へ

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申し上げます。
さて、「おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）」は、2026年２月２日に第９期の決算
を行いました。
ここに作成対象期間の運用経過等についてご報告申し上げます。
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合

信 託 期 間 原則として、無期限です。（設定日：2017年３月１日）

運 用 方 針

「おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）」は、マザーファンド受益証券へ投資を行います。以下はマ
ザーファンドである「THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心）」の運用方針です。
①主として世界の上場投資信託証券（ETF）に投資することにより、リスクの低減を図りつつ、世界中の企業の成長
性を享受することを目指します。

②組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。
③資金動向、市況動向、残存信託期間等によっては、上記のような運用ができない場合もあります。

主要運用対象
ベ ビ ー フ ァ ン ド

THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心）受益証券を主要な投資対象
とします。

マ ザ ー フ ァ ン ド 世界の株式市場に上場されている投資信託証券（ETF）を主要な投資対象とします。

組 入 制 限
ベ ビ ー フ ァ ン ド

①上場投資信託証券（ETF）への実質投資割合には制限を設けません。
②外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。

マ ザ ー フ ァ ン ド
①投資信託証券（ETF）への実質投資割合には制限を設けません。
②外貨建資産への投資割合には制限を設けません。

分 配 方 針
毎年１月31日（休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に基づき収益分配を行います。ただし、必ず
分配を行うものではありません。

id24_25316116_01_oskお金_おまかせ運用グロースF（世界の株式中心）_表紙のみ.indd   1id24_25316116_01_oskお金_おまかせ運用グロースF（世界の株式中心）_表紙のみ.indd   1 2026/02/12   11:56:322026/02/12   11:56:32



1－　　－

おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）

○最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額 投 資 信 託
証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ 百万円
５期(2022年１月31日) 15,286 0 15.0 99.6 971

６期(2023年１月31日) 16,028 0 4.9 99.4 1,262

７期(2024年１月31日) 20,747 0 29.4 98.2 1,930

８期(2025年１月31日) 25,217 0 21.5 98.1 2,613

９期(2026年２月２日) 30,094 0 19.3 97.6 3,496

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。

（注）当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は表示しておりません。

【運用報告書の表記について】

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値

とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 投 資 信 託

証 券
組 入 比 率騰 落 率

(期　首) 円 ％ ％
2025年１月31日 25,217 － 98.1

２月末 23,981 △ 4.9 97.6

３月末 23,473 △ 6.9 97.9

４月末 22,535 △10.6 98.1

５月末 23,970 △ 4.9 98.5

６月末 25,015 △ 0.8 97.7

７月末 26,196 3.9 97.6

８月末 26,381 4.6 98.1

９月末 27,318 8.3 97.4

10月末 28,823 14.3 98.4

11月末 29,282 16.1 97.5

12月末 29,705 17.8 98.3

2026年１月末 29,982 18.9 97.7

(期　末)
2026年２月２日 30,094 19.3 97.6

（注）騰落率は期首比です。

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。
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おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）

○運用経過� (2025年２月１日～2026年２月２日)

期中の基準価額等の推移

1

おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）

運用経過

期 首：25,217円
期 末：30,094円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率：  19.3％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すもの
です。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがっ
て、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、期首（2025年１月31日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は表示しておりません。

○基準価額の主な変動要因
　当ファンドの基準価額は、＋19.3％となりました。
　当ファンドは、「THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心）」受益証券を組み入れるこ
とにより実質的な運用を当該マザーファンドにおいて行っております。
　当期は、トランプ大統領による関税政策により世界的に株価が下落する局面もありましたが、好調
な米国企業の決算や欧州の景気回復、さらには高市政権への期待感などがプラス要因となりました。
また、当ファンドは為替ヘッジを行っていないため為替相場の変動が基準価額に反映されますが、当
期の為替相場は日本円に対して米ドル高となったため、基準価額にはプラスとなりました。尚、10月
はAIアシストが発動し、インド株の目標比率を相対的に引き下げるなどの調整を行いました。

期中の基準価額等の推移 （2025年２月１日～2026年２月２日）
（円）
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おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）

運用経過

期 首：25,217円
期 末：30,094円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率：  19.3％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すもの
です。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがっ
て、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、期首（2025年１月31日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。
（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。
（注）当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は表示しておりません。

○基準価額の主な変動要因
　当ファンドの基準価額は、＋19.3％となりました。
　当ファンドは、「THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心）」受益証券を組み入れるこ
とにより実質的な運用を当該マザーファンドにおいて行っております。
　当期は、トランプ大統領による関税政策により世界的に株価が下落する局面もありましたが、好調
な米国企業の決算や欧州の景気回復、さらには高市政権への期待感などがプラス要因となりました。
また、当ファンドは為替ヘッジを行っていないため為替相場の変動が基準価額に反映されますが、当
期の為替相場は日本円に対して米ドル高となったため、基準価額にはプラスとなりました。尚、10月
はAIアシストが発動し、インド株の目標比率を相対的に引き下げるなどの調整を行いました。

期中の基準価額等の推移 （2025年２月１日～2026年２月２日）
（円）
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパ

フォーマンスを示すものです。

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、期首（2025年１月31日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。

（注）当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は表示しておりません。

○基準価額の主な変動要因

　当ファンドの基準価額は、＋19.3％となりました。

　当ファンドは、「THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心）」受益証券を組み入れることにより

実質的な運用を当該マザーファンドにおいて行っております。

　当期は、トランプ大統領による関税政策により世界的に株価が下落する局面もありましたが、好調な米国

企業の決算や欧州の景気回復、さらには高市政権への期待感などがプラス要因となりました。また、当ファ

ンドは為替ヘッジを行っていないため為替相場の変動が基準価額に反映されますが、当期の為替相場は日本

円に対して米ドル高となったため、基準価額にはプラスとなりました。尚、10月はAIアシストが発動し、イ

ンド株の目標比率を相対的に引き下げるなどの調整を行いました。
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おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）

投資環境

　世界の株式市場の指数であるMSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、米ドルベー

ス）は＋21.9％となりました。一方、米ドル円レートは＋0.6％の米ドル高となりました。

　2025年２月下旬から４月上旬にかけては、トランプ政権の関税政策に伴う貿易戦争への懸念から、世界的

に株価は大きく下落しました。しかし、相互関税の緩和を受けて投資家心理が急速に改善し、４月中旬から

５月にかけて大きく反発しました。６月から10月にかけては、主要市場が揃って上昇しました。米国株は、

CPI（米消費者物価指数）上昇率の鈍化や好調な企業決算、利下げ期待を背景に堅調に推移しました。欧州株

は、関税交渉の不透明感などから調整する局面もありましたが、景気回復への期待や米株高が追い風となり

上昇しました。日本株も、日米関税合意や自民党の高市政権への期待感から上昇しました。11月から期末に

かけて、米国株は、雇用情勢の減速や利下げ観測の後退、AI関連銘柄の過熱に対する警戒感が重しとなり、

一進一退の展開となりました。日本株は、米国株の停滞などから上値の重い展開が続きましたが、１月には

衆議院解散報道を受けて大きく上昇しました。一方で欧州株は、ECB（欧州中央銀行）による経済見通しの引

き上げやウクライナ和平交渉の進展などが支えとなり、底堅い動きとなりました。

当ファンドのポートフォリオ

　当ファンドは、「THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心）」受益証券への投資を通じ、主とし

て世界のETFに投資することで、実質的に世界の株式へ分散投資を行います。

　当ファンドの目的は、世界各国の企業の成長性を享受し、投資信託財産を成長させることです。これに向

けて、定期的に評価基準にもとづいてETFを選定し、検証を重ねたアルゴリズムにより配分を変更します。当

期もそのように運用を行いました。

当ファンドのベンチマークとの差異

　当ファンドは、運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は設

定しておりません。
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おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）

分配金

　当期の分配金は、長期的な投資信託財産の成長を追求する観点から無分配とさせていただきました。また、

収益分配に充てなかった利益につきましては信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

○分配原資の内訳
（単位：円、１万口当たり・税込み）

項 目

第９期

2025年２月１日～
2026年２月２日

当期分配金 －

(対基準価額比率) －％

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 20,094

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

○今後の運用方針

　引き続き、「THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心）」受益証券への投資を通じ、主として世

界のETFに投資することで、実質的に世界中の企業の成長を享受することを目指します。定期的に、評価基準

に基づいてETFを選定し、組入比率を調整して参ります。
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おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）

○１万口当たりの費用明細� (2025年２月１日～2026年２月２日)

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％
(a) 信 託 報 酬 116 0.442 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） ( 95) (0.359) 委託した資金の運用の対価

（ 販 売 会 社 ） ( 15) (0.055) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後

の情報提供等の対価

（ 受 託 会 社 ） (  7) (0.028) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

(b) 売 買 委 託 手 数 料 10 0.037 (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（ 投 資 信 託 証 券 ） ( 10) (0.037)

(c) 有 価 証 券 取 引 税 0 0.001 (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数

有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（ 投 資 信 託 証 券 ） (  0) (0.001)

(d) そ の 他 費 用 25 0.094 (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（ 保 管 費 用 ） (  3) (0.012) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資

金の送金・資産の移転等に要する費用

（ 監 査 費 用 ） (  6) (0.023) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（ そ の 他 ） ( 16) (0.059) その他は、信託事務の処理等に要するその他の諸費用

合 計 151 0.574

期中の平均基準価額は、26,298円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。
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おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）

（参考情報）
◯総経費率
　期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた
数で除した総経費率（年率）は0.86％です。

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 0.86

①当ファンドの費用の比率 0.53

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.33

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当ファンド
0.53％

投資先
ファンド
0.33％

運用管理費用
（投信会社）
0.36％

運用管理費用
0.33％

総経費率
0.86％

当ファンド
0.53％

投資先
ファンド
0.33％

運用管理費用
（投信会社）
0.36％

運用管理費用
（販売会社）
0.05％

運用管理費用
（受託会社）
0.03％

その他費用
0.09％

運用管理費用
0.33％

運用管理費用以外
0.00％
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おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）

○売買及び取引の状況� (2025年２月１日～2026年２月２日)

親投資信託受益証券の設定、解約状況

銘 柄
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心） 182,226 493,909 67,383 187,815

○利害関係人との取引状況等� (2025年２月１日～2026年２月２日)

　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

○自社による当ファンドの設定・解約状況� (2025年２月１日～2026年２月２日)

　該当事項はございません。

○組入資産の明細� (2026年２月２日現在)

親投資信託残高

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心） 993,807 1,108,650 3,496,130

　親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。

○投資信託財産の構成� (2026年２月２日現在)

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心） 3,496,130 99.7

コール・ローン等、その他 10,612 0.3

投資信託財産総額 3,506,742 100.0

（注）比率は、投資信託財産総額に対する割合です。

（注）THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心）において、当期末における外貨建純資産（16,359,366千円）の投資信託財産総

額（16,746,795千円）に対する比率は97.7％です。

（注）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝155.29円。
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おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�(2026年２月２日現在)

項 目 当 期 末

円

(A) 資産 3,506,742,865

コール・ローン等 10,612,066

THEO グロース・マザーファンド
（世界の株式中心）(評価額)

3,496,130,625

未収利息 174

(B) 負債 10,612,066

未払解約金 2,334,749

未払信託報酬 7,222,721

その他未払費用 1,054,596

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,496,130,799

元本 1,161,723,638

次期繰越損益金 2,334,407,161

(D) 受益権総口数 1,161,723,638口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 30,094円

（注）当ファンドの期首元本額は1,036,280,326円、期中追加設定

元本額は202,880,961円、期中一部解約元本額は77,437,649

円です。

（注）１口当たり純資産額は3.0094円です。

○損益の状況� (2025年２月１日～2026年２月２日)

項 目 当 期

円

(A) 配当等収益 1,594

受取利息 1,594

(B) 有価証券売買損益 566,963,008

売買益 585,014,897

売買損 △   18,051,889

(C) 信託報酬等 △   15,202,601

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 551,762,001

(E) 前期繰越損益金 934,489,287

(F) 追加信託差損益金 848,155,873

(配当等相当額) (　  683,519,353)

(売買損益相当額) (　  164,636,520)

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,334,407,161

(H) 収益分配金 0

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,334,407,161

追加信託差損益金 848,155,873

(配当等相当額) (　  684,243,926)

(売買損益相当額) (　  163,911,947)

分配準備積立金 1,486,251,288

（注）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。

（注）損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費

税等相当額を含めて表示しています。

（注）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。

（注）計算期間末における費用控除後の配当等収益（46,916,948

円）、費用控除後の有価証券等損益額（504,845,053円）、

信託約款に規定する収益調整金（848,155,873円）および分

配準備積立金（ 934,489,287円）より分配対象収益は

2,334,407,161円（１万口当たり20,094円）ですが、当期に

分配した金額はありません。

○分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税込み） 0円

○お知らせ

　該当事項はございません。
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THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心）

THEO グロース・マザーファンド
（世界の株式中心）

運 用 報 告 書

第９期（決算日　2026年２月２日）
（2025年２月１日～2026年２月２日）

当ファンドの仕組みは次の通りです。

信 託 期 間 原則として、無期限です。（設定日：2017年３月１日）

運 用 方 針

①主として世界の投資信託証券（ETF）に投資することにより、リスクの低減を図りつつ、世界
中の企業の成長性を享受することを目指します。

②組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。
③資金動向、市況動向、残存信託期間等によっては、上記のような運用ができない場合もあり
ます。

主 要 運 用 対 象 世界の株式市場に上場されている投資信託証券（ETF）を主要な投資対象とします。

組 入 制 限
①投資信託証券（ETF）への実質投資割合には制限を設けません。
②外貨建資産への投資割合には制限を設けません。
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THEO グロース・マザーファンド（世界の株式中心）

○最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額 投 資 信 託
証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ 百万円
５期(2022年１月31日) 15,692 15.7 99.6 3,237

６期(2023年１月31日) 16,545 5.4 99.4 4,547

７期(2024年１月31日) 21,524 30.1 98.2 7,635

８期(2025年１月31日) 26,295 22.2 98.1 11,453

９期(2026年２月２日) 31,535 19.9 97.6 16,746

（注）当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は表示しておりません。

【運用報告書の表記について】

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値

とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 投 資 信 託

証 券
組 入 比 率騰 落 率

(期　首) 円 ％ ％
2025年１月31日 26,295 － 98.1

２月末 25,016 △ 4.9 97.5

３月末 24,498 △ 6.8 97.9

４月末 23,529 △10.5 97.9

５月末 25,036 △ 4.8 98.4

６月末 26,138 △ 0.6 97.6

７月末 27,384 4.1 97.6

８月末 27,588 4.9 98.0

９月末 28,581 8.7 97.4

10月末 30,167 14.7 98.3

11月末 30,659 16.6 97.4

12月末 31,116 18.3 98.1

2026年１月末 31,419 19.5 97.7

(期　末)
2026年２月２日 31,535 19.9 97.6

（注）騰落率は期首比です。
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○運用経過� (2025年２月１日～2026年２月２日)

期中の基準価額等の推移

○基準価額の主な変動要因

　当ファンドの基準価額は、＋19.9％となりました。

　当期は、トランプ大統領による関税政策により

世界的に株価が下落する局面もありましたが、好

調な米国企業の決算や欧州の景気回復、さらには

高市政権への期待感などがプラス要因となりまし

た。また、当ファンドは為替ヘッジを行っていな

いため為替相場の変動が基準価額に反映されます

が、当期の為替相場は日本円に対して米ドル高と

なったため、基準価額にはプラスとなりました。

尚、10月はAIアシストが発動し、インド株の目標

比率を相対的に引き下げるなどの調整を行いました。

投資環境

　世界の株式市場の指数であるMSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（配当込み、米ドルベー

ス）は＋21.9％となりました。一方、米ドル円レートは＋0.6％の米ドル高となりました。

　2025年２月下旬から４月上旬にかけては、トランプ政権の関税政策に伴う貿易戦争への懸念から、世界的

に株価は大きく下落しました。しかし、相互関税の緩和を受けて投資家心理が急速に改善し、４月中旬から

５月にかけて大きく反発しました。６月から10月にかけては、主要市場が揃って上昇しました。米国株は、

CPI（米消費者物価指数）上昇率の鈍化や好調な企業決算、利下げ期待を背景に堅調に推移しました。欧州株

は、関税交渉の不透明感などから調整する局面もありましたが、景気回復への期待や米株高が追い風となり

上昇しました。日本株も、日米関税合意や自民党の高市政権への期待感から上昇しました。11月から期末に

かけて、米国株は、雇用情勢の減速や利下げ観測の後退、AI関連銘柄の過熱に対する警戒感が重しとなり、

一進一退の展開となりました。日本株は、米国株の停滞などから上値の重い展開が続きましたが、１月には

衆議院解散報道を受けて大きく上昇しました。一方で欧州株は、ECB（欧州中央銀行）による経済見通しの引

き上げやウクライナ和平交渉の進展などが支えとなり、底堅い動きとなりました。

当ファンドのポートフォリオ

　当ファンドは、主として世界のETFに投資することで、実質的に世界の株式へ分散投資を行います。

　当ファンドの目的は、世界各国の企業の成長性を享受し、投資信託財産を成長させることです。これに向

けて、定期的に評価基準にもとづいてETFを選定し、検証を重ねたアルゴリズムにより配分を変更します。当

期もそのように運用を行いました。

（円）

16,000

20,000

24,000

28,000

32,000

36,000

2025/2 2025/4 2025/6 2025/8 2025/10 2025/12

（2025年２月１日～2026年２月２日）
【基準価額の推移】
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当ファンドのベンチマークとの差異

　当ファンドは、運用方針に対して適切に比較できる指数がないため、ベンチマークならびに参考指数は設

定しておりません。

○今後の運用方針

　引き続き、主として世界のETFに投資することで、実質的に世界中の企業の成長を享受することを目指しま

す。定期的に、評価基準に基づいてETFを選定し、組入比率を調整して参ります。

○１万口当たりの費用明細� (2025年２月１日～2026年２月２日)

項 目
当 期

項 目 の 概 要
金 額 比 率

円 ％
(a) 売 買 委 託 手 数 料 10 0.037 (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（ 投 資 信 託 証 券 ） (10) (0.037)

(b) 有 価 証 券 取 引 税 0 0.001 (b)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数

有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（ 投 資 信 託 証 券 ） ( 0) (0.001)

(c) そ の 他 費 用 3 0.012 (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（ 保 管 費 用 ） ( 3) (0.012) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資

金の送金・資産の移転等に要する費用

合 計 13 0.050

期中の平均基準価額は、27,494円です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満は四捨五入してあります。
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○売買及び取引の状況� (2025年２月１日～2026年２月２日)

投資信託証券

銘 柄
買 付 売 付

口 数 金 額 口 数 金 額

外

国

アメリカ 口 千米ドル 口 千米ドル

Invesco Nasdaq 100 ETF 928 198 34,188 7,197

ISHARES MSCI BRAZIL ETF 124,197 3,955 104,621 2,617

ISHARES MSCI PACIFIC EX JAPA 39,018 1,748 39,018 1,819

ISHARES MSCI JAPAN ETF 12,196 906 43,455 3,026

VANGUARD FTSE EMERGING MARKE 132,446 6,322 90,757 4,931

VANGUARD FTSE PACIFIC ETF － － 49,507 3,551

VANGUARD FTSE EUROPE ETF 94,478 6,816 9,840 779

Vanguard Growth ETF 42,329 17,917 5,464 2,446

VANGUARD VALUE ETF 38,277 6,753 14,269 2,522

WISDOMTREE INDIA EARNINGS 96,105 4,369 52,116 2,327

小 計 579,974 48,986 443,235 31,218

（注）金額は受け渡し代金。

○利害関係人との取引状況等� (2025年２月１日～2026年２月２日)

　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。
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○組入資産の明細� (2026年２月２日現在)

外国投資信託証券

銘 柄

期首(前期末) 当 期 末

口 数 口 数
評 価 額

比 率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

(アメリカ) 口 口 千米ドル 千円 ％

Invesco Nasdaq 100 ETF 33,260 － － － －

ISHARES MSCI BRAZIL ETF 104,621 124,197 4,600 714,373 4.3

ISHARES MSCI JAPAN ETF 55,445 24,186 2,073 321,950 1.9

VANGUARD FTSE EMERGING MARKE 92,825 134,514 7,596 1,179,583 7.0

VANGUARD FTSE PACIFIC ETF 49,507 － － － －

VANGUARD FTSE EUROPE ETF 125,303 209,941 18,369 2,852,652 17.0

Vanguard Growth ETF 37,657 74,522 35,886 5,572,747 33.3

VANGUARD VALUE ETF 135,388 159,396 31,839 4,944,332 29.5

WISDOMTREE INDIA EARNINGS 65,652 109,641 4,909 762,431 4.6

合 計
口 数 ・ 金 額 699,658 836,397 105,274 16,348,072

銘 柄 数＜比 率＞ 9 7 － ＜97.6％＞

（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

（注）比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

○投資信託財産の構成� (2026年２月２日現在)

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
投資信託受益証券 16,348,072 97.6

コール・ローン等、その他 398,723 2.4

投資信託財産総額 16,746,795 100.0

（注）比率は、投資信託財産総額に対する割合です。

（注）当期末における外貨建純資産（16,359,366千円）の投資信託財産総額（16,746,795千円）に対する比率は97.7％です。

（注）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝155.29円。
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況�(2026年２月２日現在)

項 目 当 期 末

円

(A) 資産 16,746,795,858

コール・ローン等 398,717,361

投資信託受益証券(評価額) 16,348,072,129

未収利息 6,368

(B) 負債 14,165

未払解約金 14,165

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 16,746,781,693

元本 5,310,479,834

次期繰越損益金 11,436,301,859

(D) 受益権総口数 5,310,479,834口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 31,535円

（注）当ファンドの期首元本額は4,355,632,616円、期中追加設定

元 本 額 は 1,112,978,771 円 、 期 中 一 部 解 約 元 本 額 は

158,131,553円です。

（注）2026年２月２日現在の元本の内訳は以下の通りです。

・THEO グロース・ＡＩファンド（世界の株式中心）�4,126,432,873円

・おまかせ運用グロース・ファンド（世界の株式中心）�1,108,650,904円

・THEOベスト・バランス・ファンド� 75,396,057円

（注）１口当たり純資産額は3.1535円です。

○損益の状況� (2025年２月１日～2026年２月２日)

項 目 当 期

円

(A) 配当等収益 226,459,949

受取配当金 224,873,062

受取利息 1,586,887

(B) 有価証券売買損益 2,431,213,741

売買益 2,501,599,898

売買損 △    70,386,157

(C) 保管費用等 △     1,580,105

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 2,656,093,585

(E) 前期繰越損益金 7,097,393,034

(F) 追加信託差損益金 1,955,332,395

(G) 解約差損益金 △   272,517,155

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 11,436,301,859

次期繰越損益金(Ｈ) 11,436,301,859

（注）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに

よるものを含みます。

（注）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差

額分をいいます。

（注）損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約の

際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。

○お知らせ

　該当事項はございません。
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